























































































































































実習内容 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
 図書館の概要、施設見学 ○ ○ ○ ○ ○ ○
 資料収集・整理・書庫管理・概要 ○
資料受入整理 収集・選書 ○ ○ ○
受入 ○ ○ ○













レファレンスサービス ○ ○ ○ ○
利用者教育 ○ ○
移動図書館 ○




 図書館システム ○ ○ ○ ○ ○




























































































































テ ー マ 内 容


















































































































































ａ．難しかった ｂ．少し難しかった ｃ．ちょうどよかった ｄ．少し簡単だった ｅ．簡単すぎた
０％ １１％ ８９％ ０％ ０％
２ このクラスで日本の図書館についての知識は増えたか。
ａ．とても増えた ｂ．少し増えた ｃ．あまり増えなかった ｄ．全然増えなかった
７８％ ２２％ ０％ ０％
３ このクラスで図書館のことについて話す日本語力は伸びたか。
ａ．とても伸びた ｂ．少し伸びた ｃ．あまり伸びなかった ｄ．全然伸びなかった
４４％ ４４％ ０％ １１％
・（「ｄ．全然伸びなかった」を選んだ研修参加者の記述コメント）このクラスは口頭練習には十分で
はないが、聴解力を伸ばすのにはよかった。
聞き取り調査でのコメント
・「図書館事情」では「日本十進分類法」（NDC）が実習に役にたった。
・国会図書館、公共図書館、大学図書館、専門図書館など、日本の今の状況がわかるようになった。
・研修開始時には難しく思われたが、研修終了時には理解できるようになった。
以上より、「図書館事情」によって専門的な知識が得られ、日本語運用力の向上にもつながっ
ていると多くの研修参加者が評価していることがわかる。平成１７年度から『日本の図書館事情』
（自主制作教材）を使用するようになり、特に聴解力の低い漢字圏の研修参加者の理解を助け
る手立てができたことも、成果の一因と考える。一方、日本語能力の低い非漢字圏の研修参加
者には授業時点での理解は困難で、図書館見学や実習などを体験した研修終了時にようやく理
解が得られたようだ。
６．おわりに―今後の課題―
本稿では、平成１７年度司書日本語研修で当センター司書と協働で行った専門日本語科目「図
書館事情」を中心に報告し、さらに図書館実習受入機関や研修参加者へのアンケートや聞き取
り調査結果について紹介した。最後に、研修のさらなる充実のために次の課題を挙げたい。
６．１『日本の図書館事情』テキストの一層の充実
平成１７年度には、日本の図書館に関する基礎的情報を平易な構文や語彙を用いて記述し、教
科書としてまとめたものの、語彙リストや英語訳をつけることはできなかった。本研修では研
修開始時に初級修了程度という資格要件を満たしていない者が確実に存在するという現状を踏
まえると、今後、語彙リストや英語訳の作成が必要であろう。
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また、図書館実習・見学や、課題レポートの執筆に際してより専門性の高い内容が取り上げ
られることが多い。専門性の高い内容をすべての研修参加者が必要とするわけではないので授
業で扱う必要はないと考えるが、より扱われる頻度の高いテーマについては発展的内容として
教材に説明を加える必要があるだろう。また、関連する参考図書や参考資料の紹介を記載する
ことで、多様な研修参加者の専門性に応え、また個別指導に当たる日本語教育専門員にとって
も心強い指針となるだろうと考える。
６．２ 当センター司書や図書館実習・見学受入機関との連携の強化
先に述べたように、日本人向けに書かれた図書館情報学の入門書には、本研修で必要な基礎
的内容が記述されていないものが多く、また記述されていても非常に高度な日本語で簡潔に記
述されているため、本研修には適していないことが多い。従って、これまでと同様、研修参加
者に対するニーズ分析や、専門日本語・専門知識の分析、並びに担当者の知見を専門（日本語）
科目に反映させていくために、今後益々、研修を担当している日本語教育専門員、当センター
司書と、図書館実習・見学受入機関との連携が必要と考える。
今回、図書館実習受入機関へのアンケートから、本研修の「図書館事情」で取り上げるべき
専門知識について示唆的なコメントを得た。このような情報の蓄積を当センターでの専門日本
語教育に生かしていくと同時に、図書館実習・見学受入機関にも当センターが行っている研修
内容について情報を伝えていく努力が必要だろう。
〔注〕
（１）司書日本語研修の研修目標は司書の職務上必要とされる日本語能力の向上、日本の図書館事情につい
ての理解を深める、日本の社会、文化に対する理解を深める、である。
（２）「図書館事情」は関西国際センターに移管された平成９年度、週２回（１回２コマ、１コマ５０分）で実施
されていたが、年度によって若干の変更を重ね、１４年度以降、前期（１０月～１２月）週１回２コマで実施し
ている。
（３）日本語国際センターで実施されていた「図書館事情」の方針については、来嶋洋美（１９９５）「実務者を対
象とした日本語教育 海外司書日本語研修の場合」『日本語学』７月号で、平成６年度海外司書日本語研
修をもとに「本研修において、図書館事情は独立して存在するのではなく、日本語学習の場の一つとして
提供するという方針で位置付けている。」（p.７６）と記述されている。
（４）日本人司書との交流会で行う図書館紹介発表の原稿作成、図書館見学時の講義受講のための事前準備など
を行っていた。
（５）研修の総まとめとして、主に図書館見学・実習で学んだことからテーマを決めて、１０，０００字程度の「課題
レポート」をまとめている。磯村、他（１９９７：１３―１４）によると、日本語国際センター時代には、「課題研
究」という授業時間に日本の図書館事情か日本事情について調べ、得た知識をまとめて「研究レポート」
を作成していた。
（６）平成１７年度は辞退者が１名いたため、司書日本語研修の研修参加者は９名であった。
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（７）図書館実習受入機関Ａ～Ｆは、大阪府立中央図書館、大阪市立中央図書館、大阪市立大学学術情報
総合センター、桃山学院大学図書館、羽衣国際大学／羽衣短期大学学術情報センター、関西国際セ
ンター図書館を意味している。
（８）当センター司書との協働による授業実施の方針は平成９年度から踏襲されている。
（９）分類演習の基礎編は、「形式区分」「言語区分」「言語共通区分」「文学共通区分」「地理区分」の理解を確
かにするために、歴史、社会科学、言語、文学の実際の資料の主題や目次などから分類を試みた。基礎的
な演習であるため、司書性が高い研修参加者１名は対象外とした。
（１０）分類応用演習は外部講師に依頼した。
（１１）平成９年度から、日本語教育専門員が作成した教材の専門語彙や内容面でのチェックや、当センター図書
館の業務紹介（「資料整理の流れ」）は当センター司書が担当してきた。「情報検索」「レファレンス演習」
についても徐々に当センター司書との協働で実施されるようになり、平成１３年度以降は当センター司書が
担当している。
〔参考文献〕
磯村一弘、王崇梁、猪俣園絵（１９９７）「１９９６年（平成８年）度 海外司書日本語研修 実施報告書」国際交
流基金日本語国際センター
岡崎敏雄、細田和雅（１９８９）「教室内活動と教室外の言語行動の統合に向けて―第二言語習得論に基づく談
話指導の展開―」『言語習得及び異文化適応の理論的・実践的研究』広島大学教育学部日本語教育学科
来嶋洋美（１９９５）「実務者を対象とした日本語教育 海外司書日本語研修の場合」『日本語学』７月号、明治
書院
金秀芝、野畑理佳（２００３）「日本語研修における図書館実習の役割―海外司書日本語研修における図書館実
習―」『日本語学』５月号、明治書院
Gehrtz三隅友子・廣利正代（１９９９）「司書日本語研修修了者の追跡調査―中国人研修参加者の場合―」『国際
交流基金日本語国際センター紀要』第９号、国際交流基金日本語国際センター
Gehrtz三隅友子、上田和子、羽太園（２０００）「関西国際センター日本語研修プログラムにおける実習の役割」
『報告書 専門日本語教育における実習の役割』、国際交流基金関西国際センター研究企画推進班
国際交流基金関西国際センター研修事業課（２００４）「海外の図書館司書のための日本語教育」『国際交流』１０３
国際交流基金
中村重穂（１９９１）「専門教官と日本語教官との協働による社会科学系留学生のための上級日本語教育」『日本
語教育』７４号、日本語教育学会
登里民子、亀井元子（２００５）「司書日本語教育における図書館関連専門プログラムの展開」『国際交流基金日
本語教育紀要』第１号、国際交流基金
浜口美由紀（２００４）「『日本』をキーワードに日本語研修と連携する図書館―国際交流基金関西国際センター
図書館の仕事―」『日本語学』１月号、明治書院
横田順子（１９００）「専門教育とのつながりを重視する上級日本語教育の方法」『日本語教育』７１号、日本語教
育学会
国際交流基金 日本語教育紀要 第３号（２００７年）
１８２
